
2013年度 代表事業②
１１月度第一例会
世界に誇れる静岡に向けた運動の推進

未来の静岡創世委員会
委員長： 山口　哲司

副委員長：
副委員長：
幹事：

田代　正樹
永嶋　正彦
影山　智康

　アジアの諸都市の近年の興隆を鑑み、その流れの中にあっても静岡市がより一層存在意識を高め飛躍するために、青年らしい想像力で描いた未来像に理解を頂くとともに、青年会議所が共有することでまちづくり団体としての役割を果
たさなければならない。
　まず、断片的にメンバーの皆様に考えていただいたアイデアを集約し明確かつイメージが湧きやすい形で発表し、このまちの未来に対しる期待感を高める。また、まちづくり団体である青年会議所は自分対で創り上げたこのまちの未来像
への理解を深めるとともに、「我々がやらなけらばならない」という使命感を育む。
　静岡青年会議所の英知を結集し創案されたこのまちの未来像が、今後のまちづくりの依りどころとなり、JAYCEEが有する行動力、青年らしい発想力が今後のまちづくり運動の大きな力になると考える。ひたむきに地域に対して運動を起こ
すことで、この広い世界の中でひときわ眩しい「輝きを放つまち静岡」の創造に繋がると確信する。
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・静岡市は１０年２０年後にアジアを代表する交流都市になる可能性を秘めている。
・静岡市民の心が躍り主体的に取り組みたくなるような、このまちの未来を描く必要がある。
・まちづくり団体である静岡青年会議所は、皆で描いたこのまちの未来像を共有しなければならない。
・他団体は静岡青年会議所がこのまちに対してどんな未来像を描いているか認識していない。

背
景

・静岡青年会議所がこのまちの青年らしくも壮大なこのまちの未来の姿を発表し、まちづくりの着眼点や発想へ
のご理解と共感をいただく。
・静岡青年会議所メンバーの発想力を持ちより創案したこのまちの未来像を全メンバーで共有する。
・アジアを代表する交流都市という最終到達点に向けてまちづくりを行う前向きな姿勢、使命感を育む。

目
的

日時場所：２０１３年１１月１５日、グランシップ
　　　　（別途　９月９日～９月２３日　壮大なる中期ビジョン創案へのヒヤリングキャラバン開催。）
参加人数：来賓８０名　　及び　静岡JCメンバー　１５８名
事業総額：１，０２７，９１５円
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・一つ一つのストラテジーを具体的に落とし込み、明確なイメージを描いていただくことで、このまちの未来像の背
景、目的、最終到達点までの共有が出来る。
・冊子を配布することにより、アジアを代表する交流都市を目指す必要性、そのための施策となる一つ一つのスト
ラテジーの理解が促進される。
・映像を上映することにより、青年会議所のエネルギーを改めて感じるとともに使命感を醸成する。
・我々一人ひとりがまちを創造することが出来るという意識を持つことで、まちづくり運動に積極的に邁進する気概
を醸成できる。

効
果

【１】このまちの未来創案までの活動報告
・行政担当部署への取材活動及び会議
・事前アンケートを含む９月２日事業及びヒアリングキャラバンの報告
【２】詳細発表
①静岡ＪＣがこのまちの未来を描く理由・・・何のために、誰のために描くのか②概要③アジアを代表する交流都市とは・・・交流都市の定義の説明④創案指針、経緯の説明⑤ストラテジー１～１３の発表
１．観光しやすいまち　-　市民一人ひとりが観光大使  ２．訪れた人にやさしいまち　-　おもてなしの心溢れる温かい市民気質の醸成
３．魅力的は地域食材に溢れたまち　-　日本料理の代表「静岡料理」の創造 ４．清潔できれいなまち　-　まちを彩るアートとクリーンネスの融合
５．エコロジーなまち　－　ロマンチィックでエコロジーな都市  ６．交通手段が充実したまち　－　スムーズな移動と楽しさ溢れるストリート
７．アジアの言語が通じるまち　－　住みたいまち静岡、住みたいまち静岡 ８．子育てしやすいまち　－　未来へと語りつがれる夢と希望
９．健康でスポーツが活発なまち    １０．おしゃれなまち　－　身なりや振る舞いを追求し、「粋」なまちを演出
１１．自然を楽しみ共生できるまち　-　自然とふれあい、心癒される空間 １２．安心・安全なまち　－　心と心を隔てるもののない、ぬくもりの静岡
１３．美しき景観を有するまち　－　真の霊峰富士に心奪われる空間
⑥全体のまとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・「アジアを代表する交流都市」に向けた総括・静岡市のブランディングについて・静岡のアイデンティティの源となる①認知度、②差別化の２大要素について
⑦～感じた可能性を使命感に～(映像）。
⑧まとめ
・映像が終わると同時に、このまちの可能性、青年会議所がこのまちの未来像を描かなければならない理由、まちづくりの先頭に立ち積極的に運動を起こしていく必要性を訴える。

例
会
の
流
れ
・
目
的

事業目的に達した点：
・青年らしい未来像を発表することで行政の方々からは参考にさせていただくと前向きな評価をいただき未来像に対する共感をいただた。
・飽きさせない演出をすることによりメンバーには未来像の共有そして多くのメンバーに協力していただいた映像によって使命感の醸成が成された。

■来賓総評
・静岡市副市長　山本克也様　・静岡市まちづくり公社　理事長　佐野勝様
■例会後の発信方法
・静岡市長への提出　・冊子の配布　・冊子データの配布（静岡青年会議所、静岡市役所、まちづくり団体、経済団体ＨＰへのリンク貼り付け）　・静岡新聞社への依頼　・青年会議所の人的ネットワークを利用した発信

達
成
検
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事業に対する所見
　効果的に映像を組み込み、また青年会議所メンバーの社業に絡めて質疑応答をおこなうことで、このまちの未来像がより具体的なイメージで共有できたと実感した。
　年初よりこのまちの現状、課題抽出にひたむきに取り組み、行政の方と相談をしながら進めてきた。また９月には事前事業をおこない青年会議所メンバーの青臭くも創造力豊かなアイデアを多数頂戴し、本未来像発表にいたった。１０年後
２０年後を見据えたこの未来像がこのまちを動かす原動力となり、わがまちがアジアを代表する交流都市に飛躍し「輝きを放つまち静岡」の創造に向けて前進した。

年間活動に対する所見
　このまち静岡の未来像を青年らしく壮大に描くことを目的に、年初よりこのまちの現状を調べ、課題を抽出し委員会メンバーと考え抜いてきた。「１０年後２０年後にアジアを代表する交流都市になる。」理事長の思いを具現化するため
に、まずはアジアを代表する交流都市とはどういうことなのかを考え、定義付けをし青年会議所メンバーからアンケートを行い、本未来像の柱となる１３個のストラテジーを打ち立てた。策定指針を設け、アジアを代表する交流都市を目指す
軸からぶれないように、また青年らしく壮大な視点で立案した。その活動の中で我々は静岡市が世界に向けて発信できるもの、輝けるもの、それは物品的なものではなくおもてなしのこころ、魅力的なマインドこそがアジアを代表する交流都
市に向けてのポイントになると考えた。
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まず、ＪＣは若い青年経済人が集まった集団です。だからこそ、青臭い意見や壮大な発想力からなる意見、活発な行動
力がＪＣだからこそできるものだと思います。そして、リーダーの集まりだかろこそもつ伝播力もＪＣの個性です。

行政に関わる点においてや、まちづくりへのかかわり方などで、JCだからこそできるものがあると思います。
山口さんご自身のお考えを教えてください。

01

担当委員長Q&A

このまちに貢献したいという想いと実際に貢献する活動を通して、委員会メンバーやＬＯＭメンバーの絆が深まること
がＪＣがまちづくりに関わる意義だと思います。

JCがまちづくりや行政に関わる意義など山口さん自身のお気持ちをお聞かせください。

取材全体としてのまとめ・感想 取材前と後での特に気付いた点

02

まず、本事業は「アジアを代表する交流都市づくり」を具体的に行うことが目的ではなく、そうなるためにどうするべき
かアイデアを提供することが目的でした。その結果、本例会で13のストラテジーを提案しましたが、そこに行きつくまで
には、委員会活動の中で実践してきたこともあります。静岡市と姉妹締結しているフランス・カンヌとの共同事業である
シズオカ×カンヌウィークや蒲原地区でのかんばらビーチフェスタへの参画などでまちづくりに必要なおもてなしの心・
思いやりの心を育み、非日常的なイベントの演出をすることで人が集まるまちづくりに少しずつ貢献してきました。

事業を通し、「アジアを代表する交流都市づくり」のために具体的にどのようなことを行ってきましたか。03

普段は聞くことが出来なかったＬＯＭメンバーそれぞれのまちづくりに対する真剣な想いを聞くことによって、ＬＯＭメ
ンバー全員の思慮深さを感じ、ＬＯＭメンバーへの見方が変わりました。委員会メンバーも多くのメンバーの意見・想い
を聞くことで、楽しく活動することができたと思います。

委員会メンバーはアンケートやヒアリングキャラバンを通して多くのＬＯＭメンバーと交流したと思います。
実際メンバーの反応はいかがでしたか。

04

我が町静岡の未来のまちづくりを考え、１３のストラテジーを提案しました。その中で、多くの委員会メンバーの意見
を吸い上げ今回の形に残しました。ＬＯＭメンバーがまちづくりに対する想いを真剣に考え、結果、一人一人がＪＣと
してのまちづくり事業に携わることが出来ました。その成果の現れとして、次年度（2014年度）に行われているビジョ
ンづくりにも役立っています。

１０年２０年後の静岡のまちづくりのために提案した１３のストラテジーを引き継ぐことについて、ＪＣの単年度制とい
う問題が多少のハードルとなっていたことに驚きました。しかし、その事業に携わったメンバーやその事業から想い
を感じたメンバーが、次年度の活動にそれらを活用していることを知り、ＪＣ活動は代々の積み重ねが形として想いと
して引き継がれているものだと気付きました。

アンケートの中には斬新で面白い発想があり、委員会メンバーでそれらを共有して参考にしました。結果、１３のストラ
テジーの提案に反映できたものが多くありました。

事前アンケート調査の内容を見て委員長自身どんなことに気付き、それをどのようにして静岡ＬＯＭへ反映することができたか。　05

13のストラテジーは、静岡のまちづくりに関する提案書であり、次年度へ公式に引き継ぐことは難しいものです。しか
し、委員長・委員会メンバーやＬＯＭメンバーが今回の事業を通して経験したものは自然と次年度に反映されていま
す。それは逆に我々の提案が少しでもＬＯＭ内に浸透した現れだと感じています。一人ひとりが13のストラテジーに共感
すれば、次年度の活動に自然と引き継がれていきます。今後数年間、13のストラテジーの内の一つでも取り上げられて
いたら、本当の意味で引き継ぎが自然と行われた結果であり、委員長として嬉しく思うことができます。

13のストレテジーを次年度以降に引き継ぐことに当たっての工夫などありましたらお教えください。06

現在、１０年後の我がまちがどうあるべきかを考える「ビジョン創案会議」に１３のステレテジーが活用されています。
過去に積み上げたものが少しずつ引き継がれていることに誇りを感じます。

13のストレテジーは現在どのように活用されていますか。07


